集会委員会年間計画
	１　ねらい
	学校生活をよりよく楽しく豊かにするために、全校で楽しめる児童集会の計画を立てて、協力して自主的・実践的な活動ができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	　楽しく豊かな学校生活をつくるための集会委員会の活動に関心をもち、他の児童と協力して、積極的に活動に取り組もうとしている。
	　楽しく豊かな学校生活をつくるために、集会委員会の一員としての役割や諸問題を解決する方法等について考え、協同して実践している。
	　楽しく豊かな学校生活をつくる集会委員会の意義や組織、そのための活動内容・方法等について理解している。

	３　活動及び活動時間
	· 話合いの時間は、原則として、毎月第1火曜日の６校時とする。
· 集会委員会が担当する児童集会については、年度当初に決定しておく。(６月、７月、１０月、１１月、１２月、２月、３月)
· 常時活動として、集会の準備や練習を行う。

	４　組織
	○担当教員２名　　◆５年生　１２名　６年生　１２名（委員長：６年生１名・副委員長：５・６年生１名ずつ・書記：５・６年生１名ずつ）


	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①　委員会の組織を作る。
　・自己紹介　・役員を決める
②　年間活動計画を立てる。(月１回)

　・集会予定日の確認　・活動内容確認

③　児童集会の準備やせりふ・歌等の練習をする。

④　１学期の反省をする。

	2 　５，６年生混合の班分けや活動となるように配慮する。
②　昨年度の記録を参考にしながら、児童の意欲や関心をできるだけ尊重するように、話し合いをすすめさせる。

③　全学年に楽しんでもらえるような児童集会になるように意識させながら話し合いを進めさせる。

④　よかったところ、工夫したところを中心に話し合わせる。



	二学期
	①　１学期の反省や２学期の行事予定をもとに、活動内容の見直しをする。
②　児童集会の準備やせりふ・歌等の練習をする。

③　２学期の反省をする。

	①　大きな行事も多いので、無理のない計画を立てさせる。
②　昨年度や1学期の反省を生かしより良い活動となるよう助言していく。
③　反省事項は、次年度のために、きちんと記録を残させる。


	三学期
	①　２学期までの反省や行事予定などをもとに、活動計画の見直しをする。
②　児童集会の準備やせりふ・歌等の練習をする。

③　１年間の活動の反省と記録の整理をする。

	①　活動の中心が、５年生に移ることを意識した計画を立てさせる。
②　来年度の委員会が活動計画を立てるときの参考となるように、記録を残させる。


	７　その他


	①　担当教員は、年間計画をもとに、児童が作成した年間活動計画を職員会議等に提案し、全教員の協力を依頼しておく。
②　ゲームを中心とした児童集会の企画・運営は集会委員であるが、移動・整列等は学級担任が行い、定刻に集会が始まるように配慮する。

③　活動に必要な消耗品類は活動計画をもとに、特別活動（児童会）予算として年度当初に編成し、執行する。



図書委員会年間計画
	１　ねらい
	学校生活をより楽しく豊かにするめに、全校的な視野から学校図書館利用の計画を立て、協力して自主的・実践的な活動がでるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	楽しく豊かな学校生活をつくるための図書委員会の活動に関心をもち、他の児童と協力して、積極的に図書委員会の活動に取り組もうとしている。
	　楽しく豊かな学校生活をつくるために、図書委員会の一員としての役割や諸問題を解決する方法等について考え、協同して実践している。
	　楽しく豊かな学校生活をつくる図書委員会活動の意義や組織、そのための活動内容・方法等について理解している。

	３　活動及び活動時間
	○話合いの時間は、原則として、毎月第１火曜日の６校時とする。
○常時活動として、中休み、昼休みの貸し出しや学期ごとの読書週間中に読み聞かせや本の紹介活動等を行う。

	４　組織
	○担当教員２名　　◆５年生　　人・６年生　　人


	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	1 　委員会の組織を作る。

　・自己紹介　　・役員を決める　　・活動のめあてを立てる

2 　年間活動計画を立てる。　

　・曜日グループ分け　活動内容確認　

　・貸出・返却のオリエンテーション（バーコード処理）

　・読書週間（６月）の取り組み

3 　１学期の反省をする。
	1 役員選出や班編制、年間活動計画立案等で参考となるよう、昨年度経験した６年生に活動内容について話をさせる。また、５・６年生混合のグループ分けや活動となるように配慮する。

2 グループ分けや活動計画立案に当たっては、前年度の記録を参考にしながら、児童の意欲や関心をできるだけ尊重するように、話合いを進めさせる。

3 読書週間中の活動については、放送等も利用して、全校児童への周知を図らせる。

4 良かったところ、今後改善したいところを中心に話合わせる。


	二学期
	1 　１学期の反省や２学期の行事予定をもとに、活動内容を確か

　める。
2 　読書週間（１０月）の活動の計画を立てる。

3 　グループによる曜日別行動。

4 　集会時間における委員会発表。

5 　２学期の反省をする。
	1 　みんなが図書室を利用したり、本に親しんだりしてもらえるような工夫を考えさせる。

2 　昨年度や１学期の反省を生かしたよりよい活動となるよう助言する。

3 　反省事項は、次年度のために、きちんと記録させて残させる。


	三学期
	1 　２学期までの反省や３学期の行事予定をもとに、活動内容を

　確かめる。

2 　自分たちで考えた楽しい図書室利用の活動を企画する。

3 　１年間の活動の反省と記録の整理をする。
	1 　活動の中心が、少しずつ５年生に移ることを意識した計画を立てさせる。

2 　全校児童が図書室や読書に興味をもつような活動を企画させる。

3 　来年度の委員会が活動計画を立てるときの参考になるように、きちんと記録を残させる。


	７　その他


	1 　担当教員は、年間計画をもとに、児童が作成した年間活動計画を職員会議等に提案し、全教員の協力を依頼しておく。
2 　図書委員会の指導や活動に当たっては、図書館支援員、保護者ボランティアとの連携を図る。


体育委員会年間計画

	１　ねらい
	学校生活の充実と向上を図るために、体力向上や外遊びの奨励、ボールや一輪車などの体育に関する用具や施設の使い方について話合い、解決を図るための自主的・実践的な活動を行う。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	楽しく豊かな学校生活をつくるための体育委員会としての諸問題に関心をもち、他の児童と協力し、積極的に活動に取り組もうとしている。
	楽しく豊かな学校生活をつくるために、体育委員会の一員としての役割や諸問題を解決する方法などについて考え、判断し、協同して実践している。
	楽しく豊かな学校生活をつくる体育委員会の意義や組織、そのための活動内容、方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○話合いの時間は原則として、毎月第１火曜日の６校時とする。
○常時活動「外体育倉庫・体育館体育倉庫の整理整頓」「一輪車・竹馬小屋の整理整頓」「ボール・一輪車の空気入れ」等を行う。

　なお常時活動は、曜日ごとの割り振りで20分休みが基本。（始業前・放課後などでも可）

	４　組織
	○担当教員２名　　◆５年生１人・６年生１１人計２２人（委員長：６年生１人・副委員長：５・６年生１人ずつ・書記：５・６年生１人ずつ）

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①　委員会の組織を作る

　　・自己紹介　　・役員を決める　　
　　・グループ決め　・当番活動を考え、分担する。
②　年間活動計画を立てる。「体力向上や外遊びを奨励する」企画する。（20分休みに実施できる）

　　・１年生を外遊びに誘おう。　・ドッジボール大会を開こう

・ミニオリンピックを開こう　・靴飛ばし大会を開こう。

　　・障害物競走
③　運営の準備をする。

④　１学期の反省をする。
	①役員制出や年間活動計画立案などで参考となるよう、６年生には、昨年度の代表委員会の活動について話をさせる。また、5，6年生混合グループを編成し、当番活動を協力してできるようにする。
①当番活動が適切に、協力して行えるよう、教員でチェックカードを作成し、取り組ませる。
②幸小学校のために体育委員会でできることを話し合い企画させる。活動計画の立案については、前年度の記録を見ながら、児童の意欲や関心をできるだけ尊重するようにして話合いを進めさせる。（１学期１年生→２学期、３学期へと全校に広げていく形でも良い。）

③実施に向けて、会場、用具、当日の流れ、安全面などの視点をもたせて、準備をさせる。
④よかったところ、工夫したところを中心に話し合わせる。

※当番活動については、適宜振り返りをし、全員が協力してできるように指導する。

	二学期
	①　運動会の準備運動の分担と練習を行う。

　　・20分休みに練習をする。　・全校練習で手本を見せる。

・１年生の教室に教えに行く。
②　児童集会の内容、20分休みの体力向上の取り組みを企画する。
③　児童集会、20分休み企画の準備をする。
④　２学期の反省をする。
	①運動会の準備運動については教師側で指導をする。練習時程などのプリントを配布する。

役割分担については、児童で話合いをする。

②１学期の年間活動計画をもとに内容を深めていく。このとき、新しいアイデアが出てもよい。

③実施に向けて、会場、用具、当日の流れ、安全面などの視点をもたせて、準備をさせる。
④反省事項は、次年度のために記録させ、３学期の活動につながるよう促す。
※当番活動については、適宜振り返りをし、全員が協力してできるように指導する。

	三学期
	①　２学期までの反省や行事予定をもとに、活動計画の見直しをする。

　　・幸小を全体でできる体力向上・外遊び奨励を企画する。
②　20分休み企画の準備をする。
③　年間の活動の反省と記録の整理をする。
	①活動の中心を５年生に移ることを意識させ、計画を立てさせる。

②実施に向けて、会場、用具、当日の流れ、安全面などの視点をもたせて、準備をさせる。
③活動の振り返りを作成し、来年度へつなげる。
※当番活動については、適宜振り返りをし、全員が協力してできるように指導する。

	７　その他


	①担当教員は、年間計画をもとに児童が作成した年間活動計画を職員会議等に提案し、全教員の共通理解と協力を依頼しておく。
②担当や実際の活動に際しては、自治的な範囲を明確にするとともに、全校的な視野に立った活動となるよう配慮する。また、安全面に配慮する。
③当番活動については、始業前、休み時間、放課後などを適宜活用し、児童が活動する時間を保障する。


代表委員会年間計画
	１　ねらい
	自分たちの学校生活の充実と向上を図るために、学校生活に関する諸問題について話合い、解決を図るための自発的、自治的な活動を行う。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	楽しく豊かな学校生活をつくるための代表委員会としての諸問題に関心をもち、他の児童と協力し、積極的に活動に取り組もうとしている。
	楽しく豊かな学校生活をつくるために、代表委員会の一員としての役割や諸問題を解決する方法などについて考え、判断し、協同して実践している。
	楽しく豊かな学校生活をつくる代表委員会の意義や組織、そのための活動内容、方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○話合いの時間は原則として、毎月第一火曜日の６校時とする。活動場所は、

○各学校行事での役割　１年生を迎える会　６年生を送る会の企画・運営　運動会での児童代表の言葉　スローガンの決定

○エコキャップ運動に年間を通して取り組む。

	４　組織
	○担当教員二名　　◆３年生４名・４年生４名（学期ごとに交代）・５年生４名・６年生４名

　　　　　　　　　◆委員長１名　　副委員長２名　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①　委員会の組織を作る

　　・自己紹介　　・役員を決める　　・年間活動計画を立てる。

②1年生を迎える会の企画・運営を行う。

③運動会のスローガンを決める。運動会の児童代表の言葉を決める。

④・エコキャップ運動の取り組み

・１学期の反省をする。
	①役員制出や年間活動計画立案などで参考となるよう、６年生には、昨年度の代表委員会の活動について話をさせる。また、３年生から５年生には、なぜ代表委員になったのか、どういうことをやりたいかなどを話させるなど、自己紹介の工夫をさせる。学校全体のリーダーとして、幸小をよりよい学校にするために活動することを伝える。

②６年生が中心となり、役割分担をする。休み時間など適宜時間を取り、見通しをもって当日を迎えることができるよう、日程の調整をする。

③まず、３年生以上の各学級にスローガンの案を投げかけ、その集約したものをもとに、代表委員会で話し合う。過去のスローガンを提示する。

④エコキャップ運動について、どういった活動かを説明する。

　次の学期への見通しをもち、さらによい代表委員会としての在り方を考えることができるよう、活動をまとめ、児童に提示する。

	二学期
	①・１学期の反省や２学期の行事予定をもとに、活動内容や活動日などの見直しをする。

・運動会のスローガンについて話合い、学校全体に伝える方法を考える。

②幸フェスタについて話し合う

③幸フェスタの振り返り及び、エコキャップ運動の取り組み経過について話し合う。

④２学期の反省をする。
	①高学年が行事に向けて忙しくなることもあるので、各学年ごとの分担・計画を無理の内容に立てる。運動会のスローガンについて、言葉だけではなく、代表委員会で話し合われた内容や思いを伝えるよう促す。

②どのような幸フェスタにするか、過去の例を出しながら、子供達にイメージを持たせる工夫をする。

③お店について、どうだったかを振り返り、来年度についての申し送り事項を作成する。

④各行事を振り返り、３学期の活動につながるよう促す。

	三学期
	①・２学期までの反省や行事予定をもとに、活動計画の見直しをする。

　・幸小をよりよくするためにできることを話し合う。

②６年生を送る会の企画・運営を行う。

③年間の活動の反省と記録の整理をする。
	①代表委員会として、全校児童の学校生活から課題を見付け、それを解決するための実践について話し合わせる。

②６年生を送る会は５年生以下の代表委員会を中心として活動するため、活動を教師がサポートしていく。

③活動の振り返りを作成し、来年度へつなげる。

	７　その他


	①担当教員は、年間計画をもとに児童が作成した年間活動計画を職員会議等に提案し、全教員の共通理解と協力を依頼しておく。
②担当や実際の活動に際しては、自治的な範囲を明確にするとともに、全校的な視野に立った活動となるよう配慮する。

③必要に応じては、休み時間などを適宜活用し、児童が活動する時間を保障する。


美化委員会年間計画
	１　ねらい
	学校生活をより楽しく豊かにするために、全校的な視野から整備計画を立て、協力して自主的・実践的な活動ができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	楽しく豊かな学校生活をつくるための美化委員会の活動に関心をもち、他の児童と協力し、積極的に美化委員会の活動に取り組んでいる。
	楽しく豊かな学校生活をつくるために、美化委員会の一員としての役割や諸問題を解決する方法等について考え、協同して実践している。
	　楽しく豊かな学校生活をつくる美化委員会の意義や組織、そのための活動内容・方法等について理解している。

	３　活動及び活動時間
	○話合いの時間は原則として、毎月第一火曜日の６校時とする。

○常時活動として、「職員玄関前プランターと郷土資料室前花壇の水やり」「東階段下ゴミ箱周りの清掃」等を行う。

	４　組織
	○担当教員２名　　◆５年生１０名・６年生１０名

　　　　　　　　　◆委員長１名　副委員長５，６年生一名ずつ　書記５，６年生一名ずつ



	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①　委員会の組織を作る。

　　・自己紹介　　　　　・役員を決める。

②　年間活動計画を立てる。

　　・ゴミ箱周り清掃当番、プランター水やり当番の確認。

　　・校内、校庭美化活動計画を立てる。

　　・集会の内容を考える。

③集会の準備をし、集会活動を行う。

④１学期の反省をする。

	①役員選出や班編制、年間計画立案等で参考となるよう、６年生には、昨年度の委員会活動について話させたり、美化委員になった理由ややりたい活動話させたりする等、自己紹介を工夫させる。

②活動計画立案にあたっては、前年度の記録を参考にしながら、児童の意欲や関心をできるだけ尊重するように、話合いを進めさせる。

③気持ちのよい学校生活を送るために、校内美化に励むことの意識が伝わる集会になるように助言していく。

④良かったところや工夫したところを中心に話し合わせる。

	二学期
	①１学期の反省や２学期の行事予定等をもとに、活動内容等の見直しをする。

②校内美化啓発活動について考えを出し合う。

③朝の落ち葉掃き活動の計画を立て、活動する。

④２学期の反省を行う。

	①２学期は高学年が大きな行事に向けて忙しくなることもあるので、無理のない計画、分担を立てさせる。

②活動計画立案にあたっては、前年度の記録を参考にしながら、児童の意欲や関心をできるだけ尊重するように、話合いを進めさせる。

③委員長が校内の児童に落ち葉掃き活動を紹介し、一緒の活動参加を呼びかけるようにする。

④反省事項は、次年度のためにきちんと残させる。


	三学期
	①２学期までの反省や行事予定等をもとに、活動計画の見直しをする。

②１年間の活動の反省と記録の整理をする。

	①活動の中心が、少しずつ５年生に移ることを意識した計画を立てさせる。

②来年度の美化委員会が活動計画をたてるときの参考になるように、きちんと記録を残させる。


	７　その他


	①担当教員は、年間計画をもとに、児童が作成した年間活動計画を職員会議等に提案し、全教員の協力を依頼しておく。

②活動に必要な消耗品類は、活動計画をもとに、特別活動予算として年度当初に編成し、執行する。


保健委員会年間計画
	１　ねらい
	学校生活を健康で安全に過ごすために、全校的な視野から健康に関する活動の計画を立て、体力の向上、健康の保持増進を目指し、協力して自主的・実践的な活動ができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	　健康で安全な学校生活を送るために保健委員会の活動に関心をもち、他の児童と協力して、積極的に活動に取り組もうとしている。
	健康で安全な学校生活を送るために、保健委員会の一員としての役割や諸問題を解決する方法等について考え、判断し、協同して実践している。
	健康で安全な学校生活を送るための保健委員会の意義や組織、そのための活動内容や方法等について理解している。

	３　活動及び活動時間
	○話し合い活動は、原則として、毎月第1火曜日の6校時とする。

○中休みに当番活動を行う（班ごとに週に1回）。


	４　組織
	○担当教員2名　　◆5年生10人・6年生11人　計21人　（委員長：1人・副委員長：5･6年生　各1人・書記：5･6年生　各1人）


	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	1 委員会の組織を作る。

・自己紹介　・役員を決める　・活動班を決める

2 年間活動計画を立てる

・歯科衛生週間の取り組み　・食中毒予防　・給食（栄養）について

・トイレの使い方　・感染症予防への取り組み　・エコ石けん作り　など

3 歯・口腔衛生週間コンクール作品の募集

4 児童集会の発表に向けてプレ調査を行い、調査結果を集計する

5 プレ調査の結果をもとに発表方法を考える

6 1学期の反省をする。
	1 役員選出や班編成、年間活動計画立案等で参考となるよう、6年生に、昨年度の委員会活動についても話させる。また、5･6年生混合の班編成や活動となるようにさせる。

2 班編成や活動計画の立案に当たっては、前年度の記録を参考にさせながら、児童の意欲や関心をできるだけ尊重して、話し合いを進めさせる。

3 委員会活動の前の週に、委員長や副委員長と活動の打ち合わせを行う。

4 よかったところ、工夫したところを中心に話し合わせ、2学期以降の活動に生かせるよう助言していく。

	二学期
	1 1学期の反省や2学期の行事予定をもとに、活動内容や活動日等の見直しをする。

2 活動班で調べ学習を行い、発表する場を設ける。

＜場（案）＞・集会での委員会発表　・放送を利用した発表

＜内容（案）＞・給食（栄養）・感染症予防・外あそびの実態調査

・外あそび啓発

3 2学期の反省をする。
	1 2学期は大きな行事も多く、高学年は忙しくなるので、無理のない計画を立てさせる。

2 昨年度の反省を生かしてよりよい活動になるよう助言していく。

3 反省事項は、次年度のために、記録させる。


	三学期
	1 2学期までの反省や行事予定等をもとに、活動計画の見直しをする。

2 健康な生活について考え、自分たちで調べたことを発表する。

3 1年間の活動の反省と記録の整理をする。

	1 活動の中心が少しずつ5年生に移ることを意識した計画を立てさせる。

2 全校児童が、健康な生活を送るためにできる取り組みを考えさせる。

3 来年度の保健委員会が活動計画を立てるときの参考になるように、具体的に詳細を整理しながら、記録を残させる。

	７　その他


	1 担当教員は、年間計画をもとに児童が作成した年間活動計画を、職員会議等に提案し、全教職員の協力を依頼しておく。
2 活動内容が、健康・安全に関することなので、自治的範囲については、十分な指導と配慮をする。
3 活動に必要な消耗品類は、活動計画をもとに、特別活動（児童会）予算として年度当初に編成し、執行する。
4 健康・安全についての意識付け、児童一人一人が、自ら考え、実践できるような身近な取り組みを行う。


放送委員会年間計画
	１　ねらい
	学校生活をより楽しく豊かにするために、全体的な視野から校内放送の計画をたて、協力して自主的・実践的な活動ができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	　楽しく豊かな学校生活をつくるための放送委員会の活動に関心を持ち、他の児童と協力して、積極的に放送委員会の活動に取り組んでいる。
	　楽しく豊かな学校生活をつくるために、放送委員会の一員としての役割や諸問題を解決する方法等について考え、共同して実践している。
	　楽しく豊かな学校生活をつくる放送委員会の意義や組織、そのための活動内容・方法等について理解している。

	３　活動及び活動時間
	○話合いの時間は原則として、毎月第一火曜日の６校時とする。
○常時活動として、「朝の放送」・「朝会・集会の放送の用意」・「お昼の放送」・「帰りの放送」等を行う。

	４　組織
	○担当教員２名　　◆５年生１０人・６年生１１人計２１人（委員長：６年生１人・副委員長：５・６年生１人ずつ・書記：５・６年生１人ずつ）

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①　委員会の組織を作る。

　・自己紹介　　・役員を決める　　・曜日別班分け

②　年間活動計画を立てる

　・毎日の放送の確認　　・曜日別放送内容の決定

（Ｈ26　月・水、火、木、金の４グループに分ける）
③　放送機器の使用法の練習をする。

④　放送台本を作成して、担当教員のチェックを受け、放送の練習をする。

⑤　１学期の反省をする。
	①　役員選出や班編制、年間活動計画立案等で参考となるよう、６年生には、昨年度の委員会活動についても話させたり、５年生には得意なことを話させるなど、自己紹介を工夫させる。また、５・６年生混合の班分けや活動となるようにさせる

②　班分けや活動計画立案に当たっては前年度の記録を参考にしながら、児童の意欲や関心をできるだけ尊重するように、話し合いを進めさせる。

③　前年度も放送委員だった児童を中心に、練習させる。

④　相互に聞き合わせたりして練習させる。

⑤　よかったところ、工夫したところを中心に話し合わせる。

	二学期
	①　１学期の反省や２学期の行事予定をもとに、放送内容や活動日

などの見直しをする。
②　運動会の放送をする。

　（原則、放送委員が運動会の放送を担当するが、他の係になった場合は、そのクラスから代わりの担当者を出す。）

③　３学期に行う委員会発表の準備をする。

④　２学期の反省をする。
	①　２学期は大きな行事も多く、高学年は忙しくなるので、無理のない計画を立てさせる。

②　運動会や展覧会（学芸会）に向けての取材をもとにした放送で、運動会や展覧会（学芸会）を盛り上げるように助言していく。

③　反省事項は、次年度のために、きちんと残させる。


	三学期
	①　これまでに培ってきたことを生かし、独自の企画を立案する。

②　委員会発表をする

③　６年生を送る会の放送を代表委員に依頼された場合は、準備・運営に協力する。

④　１年間の活動の反省と記録の整理や放送室の整理をする。

　（新年度４月当初の放送当番を決めておく）

	①　活動の中心が、少しずつ５年生に移ることを意識した計画を立てさせるとともに、実現までの過程を明確にするよう指導する。

②　６年生を送る会がよい会となるよう、代表委員会と連携をとりながら活動させる。

③　来年度の放送委員会が活動計画を立てるときの参考になるように、きちんと記録を残させる。


	７　その他


	①　活動に必要なレコーダーなどは、できるだけ放送委員会専用のものを用意する。

②　活動に必要な消耗品は、活動計画をもとに、特別活動（児童会）予算として年度当初に編成し、執行する。


